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「臨床的価値観」（cl in ica l  va lues）を含む先行研究を EBSCO と CiNi i を
用いて検索した結果，12 件が該当した。書評を除き臨床的価値観に関する
ものは論文が 1 件(Buech ler，2012)と書籍が１件（Buech ler，2004 川畑・
鈴木監訳 2009）であった。第１に，Buech ler（2004 川畑・鈴木監訳 2009）
は，臨床実践において Th.の価値観や感情のバランス，喪失に耐える力な
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理論的立場は限定せず，20 名（年齢 41〜68 歳，M=53.1，SD=6.7）の協力













の 結 果 ， 面 接 者 の 体 験 ， 面 接 者 が 受 け た 影 響 ） を 設 定 し た 。  デ ー タ の 整
理：調査①・②：インタビューの録音データから個人が特定されない逐語録
を作成した。調査③：逐語録を作成し，協力者が語った事例を１つずつ５領

























調査③ 臨床的価値観への Cl.の影響：協力者 2 名からは具体例が得られ
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け を 尋 ね た た め ， Th. 自 身 の 資 質 や 経 験 が 関 係 し 合 っ た 「 自 分 史 」 （ 菅 ，
2002）から臨床的価値観を生成したデータは得られなかったと考えられる。 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































じ。 データの整理：調査③と同じ。 データの分析：調査③と同じ。 





調査④ ケース体験の内容：協力者 20 名から得た 76 の具体例を分析し５
つのカテゴリを得た。①《わかる実感》：「Cl .のことや面接で生じていることが，
Th. に 理 解 で き る こ と 」を 意 味 し ， 12 例 み ら れ た 。 ② 《 事 例 の わ か ら な さ 》 ：






臨床的価値観への Cl.の影響との集計を Table  2 に示した。《臨床的価値
観の獲得》はケース体験《援助できなさ》に最も多くみられた（５例）。《臨床
的 価 値 観 の 調 節 》 は ケ ー ス 体 験 《 激 し い 陰 性 感 情 》 に 集 中 し て み ら れ た （ ６
例）。《臨床的価値観に基づく援助の意味理解》はケース体験《陽性感情》に
多くみられた（５例）。臨床的価値観の獲得と調節は突出して１つのケース体
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  10 
験にみられたが，援助の意味理解は複数のケース体験に分布したことが特
徴であった。特徴的な事例について，ケース体験への対応をアンダーライン









































































究の成果は臨床心理士資格を取得して 15 年以上の Th.から得られている
ため，若手 Th.にどの程度応用可能かは検討を重ねる必要がある。 
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